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友
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罫
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昨
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．
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叩
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叩
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又
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縮
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｜
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友
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懸
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９
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．
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潟
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ｐ
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ｋ
４
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Ｉ
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入
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＆
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又
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叱
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．
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ｋ
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９
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４
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潟
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潮
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光
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茸
ｋ
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Ｌ
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古
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－
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菌
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３
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又
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華
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７
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０
匹
『
，
Ｂ
－
ｑ
Ｉ
寺

ｒ
刃
Ｉ
Ｐ
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７
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Ａ
ｇ
，
、
Ｐ
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ｇ
４
ｂ
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ｈ
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．
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燐
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茶
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澆
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＃
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ｌ
ｉ
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圃
圭
衛
そ
輔
の
藻
行
く

、

；
と
善
。
と
と
重
湯
の
鼻
と
申
九
月
兄
日
ハ
耳
と
日
と
九
湯

の
教
ふ
叶
入
が
ゆ
ゑ
小
童
湯
＄
し
ら
わ
坊
久
な
７
ハ
天
子
鬼

殿
小
出
卸
↓
１
ｔ
燃
蕊
行
：
§
ぬ
》
騒
岬
卿
弧
越
１
：
始
息

碁
言
易
鵜
驚
沃
文
需
文
臺
ぞ
誉
心
。

十
月
の
旬
の
２
ふ
あ
４
そ
げ
ら
も
氷
魚
か
・
も
入
釧
お
ハ
ズ
認
牟
一

、
、

ひ
。

、
、
ｐ
０
ｎ
ノ

腱
聡
逼
・
↑
・
』
八
食
、
塾
骸
ｆ
Ｌ
血
↑
』
妓
甦
伽
と

△
◆
・
●
ロ
巳１

Ｉ

ご
乱
や
』
唯
刈
奄
ｌ

『
■

、

R
I

b

，

Ｌ
Ⅱ
１
１
■
Ｂ
１
ｐ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｊ

、
”

一
妙
一

“
１
１
‐
■
■
日
ｑ
’
」

､ －1

乗，
一一

一＝

一一～1

ｆ
ｌ
ｌ

節
会

、
、
勺
Ｆ
凸
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,, ’下
ふ
至
て

潜
み
！
て

口

へ
、
ヘ
へ

清
く
導
五

１
１
１
」

ｊ

辻
か
仇
州
＃
油
〃
ｉ
ｆ

ざ
雀
？
皇
老
熟
離
職
義

ろ
ｈ
ノ

封
聯
撫
臓

云
留
望

一

伽
《
鵬
評
評
斗
〈
煙
て
画
逗
、
』
↑

必
’
り
，
心

六
七
分
の
北
ら
久
今
愛
を
ぎ
し
、
、

１

．
７
ゐ

》
今
と
↑

穂
尊
孝
と
杖
小
累
令
息
久
肯
曇
暑
釜
〈
甑
静

と
次
ｒ
・
い
１
１
Ｖ

子
と
息
刎
ｆ
立
茶
の
上
ふ
虫
あ
ｎ
入
起
梧
子
〉
』
結
蟄
努
一
ゞ

て
て
山
城
難
の
ｒ
７
卜
故
小
諸
説
伽
野
岬
〉
奴
山
と
・
一

球
荻
仏
山
茶

〈
Ｌ
〆
、
？Ｉ

其
蔓
兼
色
と
帯
抵
筆
川
鹿
織
聯

、

注

り
ふ
泣
く
心
胆
日
参
己

穏

り

2
〃

臼心

樛ろ

L

載〆L
R

泰
子と”

拳
腿I r

、

毫
憩
乢
百
乏
箏
と
人
２
ち
虹
Ｉ
あ
る
’
ぬ
ち
り
Ｌ
ｏ
息
沌

ヶ
ャ
と
の
思
い
１
早
へ
篭
膳
と
定
家
岬
の
舛
説
な
３
皇
も
あ

ど
、
ｂ
ｊ
１
や
，
Ｌ
２
．
↓
に
と
龍
唯
晒
少
宥
刈
誤
ｒ
為
～
ず
ｋ

冗
側
蕊
鯛
潔

鬮
圏
閣
園
国
其
業
綴
豊
永
１
級
て
厚
く
、
九
日
腱
」
韻

釜
孟
人
曇
需
捧
Ｆ
Ｌ
士
嘩
走
中
琴
孟

典
、
、
、
〃
へ
ど
Ａ
Ｉ

又
入
舌
花
の
者
あ
久
笹
龍
礁
：
参
４
囚
関
脚
曲
・
一
寺
ｚ

草
ｒ
含
§
全
景
○
息
登
早
内
園
型
龍
膳
房
奄
：

呂
の
声
ハ

ネ
３
今
言
べ
き
道
寧
ま
り
う
と
澱
到

繭
側
剛

腿
蝋
剰

き
き
§
良
で
２
傘
油
ｇ
’
で
雑
わ
と
ざ
吟
へ

１

Ｊ

・

Ｉ

Ⅱ

■

■

Ⅲ
Ⅱ
《
日
匿
■

ス
ジ
ろ
ミ
ノ

ぬ
る
苫

区
■
■
９
０
０
■
７
．
４
日
Ｂ
Ⅱ
叩
Ⅱ
凸
５
口
■

Ｉ

紅男
”
▼
ひ
ア
吟
－

１
・

胸
腹
白
ｆ
詩

〃
、
キ
コ
蛤
や
、
＄
少
・

如
ｌ
眺
祷
塾
＄
ハ
ノ
堂
里
と
出
１
Ｌ
へ
倒
刷
小
尼
と

紅

’
●
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
０
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
』
」
峠
倖
朏
い
い
《
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

今

鴬 ろ

“
や
》
″
○
ユ
｝
Ｌ
，
由
《
》
Ⅲ
『
○
マ
リ
や
皐
詑
一
》

茎
菜
と
ｂ
ふ
調
く
杉
濠
の

謬
鯵
征

口

ｒ
０
１
－
〃
”

７
１
＃
小
酬
が

今

う
下
と
１
Ｌ
五
黄
月
者
皆
壁
の

璃了

烏、

浸筐、

篭!' ,＝
g'｣"|、 一

袷愉‘

縣
小
顔
色
其
毒
圃

，
■
■
■
■
マ
リ

‐

１

甲

凸

■

。

６
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一

一

一『

戸

願
て
鉤
く
長
Ｉ
ト
セ
月
穂
シ
圭
釉
花
と
い
ら
ｆ
最
紬
小
里
黄
色

孵
謹
灘
蕊
露
悪

》
諄
』
．
卜
唱
》
』
ヘ
ー
９
１
１
、

【
嗣
崩
闇
団
恥
唾
副
謁
謙
塩
首
十
斗
宮
花
ふ
ざ
と
俗
ふ
を
ｔ
こ
↑
し

圭
嘗
二
’
一
尺
葉
紺
謬
１
て
《
藤
事
等
久
枝
雪

對
生
し
端
か
間
よ
》
雲
」
生
学
兵
乗
一
毛
釜
醐
抜
の
裳
ふ

も

象
鯉

－

ぬ
も
凸

蕊
蕊
蛾
窪
亨

》

；

汽
〆
匠
心
。
』

〕に1ヘ
のU，
茶の

皇霊
を、へ

‐ ~火

一女､苫
●

昨i
凡｜

、

龍
剥ロ｜
女-1.

~

蒔§、
之T

r

－ﾑｰﾜﾑ

鐘
．J、

全
一

一
■
．
■
り
Ｇ
ワ
＆
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
『
巳
■
■
■
■
■
Ｒ
Ｕ
Ｇ
■
■
■
■
■
●
■
も
も
ザ
ら
■
■
■
″
則
り
！
Ⅱ
０
尾
■
■
８
Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｌ
８
Ｊ
Ｄ
●
Ⅱ
Ｐ
。
Ｇ
“
、
■
９
３
■
■
■
■
■
Ｂ
ｐ
ｂ
Ｑ
■
ｆ
０
６
１
Ｌ
ｎ
口
■
９
申
。
ｂ
■
■
ｂ
』
Ｄ
ｑ
ｌ
Ｐ
６
Ｆ
１
ｐ
ご
色
■
■
■
画
■
■
■
■
｜
■
□
■
■
■
■
■
■
画
■
■
■

十
ユ
圃
隔
騨
除
威
洞
え
瀬
河
の
西
の
山
中
ふ
む
八
入
僻
心
の

を
：

老
職
又
曇
く
中
戦
鳶
蟄
二
天
詫
琴
菫
一
基
圖

酒
零
重
壬
延
伺
」
う
へ
ノ
丹
波
の
大
江
山
識
っ
，
、
！
』
の
ｆ
〈
戎
を

１
１
の

ず
今
生
〆
ｒ
く
り
ト
ー

昔
叡
山
小
一
童
め
仇
僧
徒
箕
へ
鶏
↓
迄
」
懲
診
」
餓
馳
一
郎
競
呼
噸

爾
尺
玄
一
鋼
血
〉
一
し
玖
酒
ふ
和
ｌ
て
こ
匙
と
伽
玖
亙
職
と
秀
て

く
く
し

腎
尖
琴
ゞ
篝
篭
謹
逢
簔
刃
詳
謬
‘
卜
乏

刮

琴

ｒ
Ｖ
ｊ

村
中
の
兇
一
途
蛙
洞
八

１
零
上
序
ふ
↑
Ｐ
７
Ｘ
ヘ
ラ
久
一

↑

ろ喚

光

や

唱
、
§
ご
と

く

租
祭
と
の
入
、

夙蓬
ふ
せ
永
甚
ど

木 余
人
Ｊ
命
↑
て
評
誕
と
を

て
寧
幟
ｒ
雲
ｉ
と

繼
鋤
と
歩
１
４
泌
剰
と
を

秋：

I

の
俗
セ
月
十
四
日
ｒ
，
り
晦
日
、

・
″
け
単
、
り
筑
劣
、

載
毒
Ｓ
懸
踊
凄
鶚

日
ｒ
，
り
晦
日
Ｊ

39
､P

を

踊菅
畠｡ '零
け

亜

Ｚ
一

ｵ丁

さ
』
ず
↓

善
人
皆
こ
ふ
扉
效
△

戸
蛤
“
、
，
〆

薙
と
鯵
ｘ
ｒ

へ

〃 ア

ムー

○

隊
斗
軍
前
非
学
》
』

を
１
も

Ｉへ軍
去
ふ
苛
今
陪
誹
溌
鋭
と
ふ
、

ｌ
‘
１
１
’
４
８
８
口
■
且
Ｂ
４
４
Ｉ
１
ｆ
・
８
１
０
９
〕
１
．
ｆ
ｄ
ｌ
２
６
０
’
Ⅱ
咽
１
０
１
４
日
■
０
０
９
口
０
．
０
１
．

毎
竿
七
月
言
よ
う
十
異
ｇ
小
至

鋤
と
聯
匂
’
一
大
小
弥
倣
の
号
を

Ｌ

人
，
とみ、

皆注
手 一

一 一

云
3．

謡．，ｰ－

.]、
鼓些效t
淡さ

､

F・凸、

○、
'、

禁オミ
朝/L

毎
夜
大
人
小
兒

つ
い
リ

１
」
く
．
為
少
弐
ノ

崎
籠
踊
、

二
十
九

す
Ｉ
礎

ｒ
ト
め
熈
可
笘
平

当
」
う

客
子
士
百

。

踊
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｜
園
ト
ト
開
呵
網
一
名
、
ふ
鉢
／
で
、
シ
シ
札
ろ
で
７
ハ
ノ
ぞ
と

｜
園
ト
ト
開
呵
網
一
名
、
ふ
鉢
／
で
、
シ
シ
札
ろ
で
７
ハ
ノ
ぞ
と

’
’
○
蛙
花
と
＃
手
の
鼬
挙
小
金
卜
凄
ぞ
諭
示
●
衾
俳
諾
，

’
’
○
蛙
花
と
＃
手
の
鼬
挙
小
金
卜
凄
ぞ
諭
示
●
衾
俳
諾
，

一
罰
う
職
じ
ミ
ー
フ
ぞ
９
ｉ
ｆ
し
本
草
ふ
翼
久
今
試
ろ
ふ
然
了

一
罰
う
職
じ
ミ
ー
フ
ぞ
９
ｉ
ｆ
し
本
草
ふ
翼
久
今
試
ろ
ふ
然
了

■
■
■
■
０
ｄ
Ｂ
９
０
９
．
９
■
ｂ
９
Ｂ
９
１
０
■
Ⅱ
■
Ｆ
０
６
Ｊ
０
ｇ
Ｂ
Ｂ
■
０
＆
■
８
■
■
日
■
■
■
■
Ｕ
８
Ｅ
■
Ｒ
６
９
Ｕ
６
■
ｌ
■
■
■
■
９
０
６
■
巳
Ｂ
■
■
■
■
８
■
■
■
■
３
Ｄ
凸
■
■
■
９
６
Ｂ
ｒ
Ⅱ
Ｐ
。
？
●
ｐ
▲
■
Ｆ
Ｕ
Ｉ
■
日
１
６
■
ｂ
■
■
甲
０
０
１
Ｊ

■
■
■
■
０
ｄ
Ｂ
９
０
９
．
９
■
ｂ
９
Ｂ
９
１
０
■
Ⅱ
■
Ｆ
０
６
Ｊ
０
ｇ
Ｂ
Ｂ
■
０
＆
■
８
■
■
日
■
■
■
■
Ｕ
８
Ｅ
■
Ｒ
６
９
Ｕ
６
■
ｌ
■
■
■
■
９
０
６
■
巳
Ｂ
■
■
■
■
８
■
■
■
■
３
Ｄ
凸
■
■
■
９
６
Ｂ
ｒ
Ⅱ
Ｐ
。
？
●
ｐ
▲
■
Ｆ
Ｕ
Ｉ
■
日
１
６
■
ｂ
■
■
甲
０
０
１
Ｊ

Ｑ
一

と
又
又
オ
ホ
ト
チ
ハ
黄
郎
施
小
似
て
絶
白
さ
あ
込
丁
と
．

を
’
慾
・
段
の
花
と
も
墓
乳
恥
歓
呼
名
づ
け
’
八
婆
心
兼
齢 Ｑ

一

と
又
又
オ
ホ
ト
チ
ハ
黄
郎
施
小
似
て
絶
白
さ
あ
込
丁
と
．

を
’
慾
・
段
の
花
と
も
墓
乳
恥
歓
呼
名
づ
け
’
八
婆
心
兼
齢

種
、
台
頭
鑓
羽
ハ
俗
小

種
、
台
頭
鑓
羽
ハ
俗
小

釧
沙
』
吟
《

釧
沙
』
吟
《

異
草
異
草
漸
く
青
く
ふ
ふ
根
詣
又
》

漸
く
青
く
ふ
ふ
根
詣
又
》

草草 山
野
あ
と
水
平
＄
生
を
ギ
実
ゞ
ｒ
１
次
写
し
少
八
其
手
垢

マ
塞
制
ち
ぢ
，
皇
卜
呼
ｔ
ａ
４
杜
天
草
』
）
ｄ
荻
の
讓
武

臓
纈
需
蕊
熊
調
製
繊
鴎

手
寒
永
妾
百
弐
脅
純
官
茨
葵
翁
草
と
の
盆

山
野
あ
と
水
平
＄
生
を
ギ
実
ゞ
ｒ
１
次
写
し
少
八
其
手
垢

マ
塞
制
ち
ぢ
，
皇
卜
呼
ｔ
ａ
４
杜
天
草
』
）
ｄ
荻
の
讓
武

臓
纈
需
蕊
熊
調
製
繊
鴎

手
寒
永
妾
百
弐
脅
純
官
茨
葵
翁
草
と
の
盆

の
枚
ふ

の
枚
ふ

一
神
丈
琴
傷
と

月
陀
と
絹
く
菊
花
の
如
し

ゆ
、

０
可
軍
巳
四
幸
，
§
、
謹
エ
四
呵
砥
ご
■
頭
尺
心
、

ゆ
、

０
可
軍
巳
四
幸
，
§
、
謹
エ
四
呵
砥
ご
■
頭
尺
心
、

菫
日
４
吃
り
ぅ
、
で
全
鷺

一や
く
ｉ
ｔ
ｈ
今
，
～
ん
、

軍
人
長
２
三
尺
唾
妾

二
尺
淫
未

斗
早
、
Ｌ
名
フ
、

Ｇ
、

ソ

ー
ァ
ム
長
命
唾
わ
ぺ
些
藷
の

＄
、
ム

ア
毎
↓
。
ご
創
罪
〆
）
心
（
ぬ

り
稚
菖
、
良
と
迄
凱
隼
功
草
と
名
ブ
糾
○
謹

薬

斗
擬
あ
久
波
毒
謬
斤
挫
と

合
砥
と
Ｉ
〃
今
勺
り
ん
、

銅
函
圏
自
国
剛
回
同
四
画
初
蹄
エ
地
遁
官
》
に
Ｊ
フ

Ｌ
し
和

Ｌ
し
和

公

Ｉ

７

Ｄ

ｙ
４
４
１
ノ
ー

物 花
山
院
の
朝
乱

！

お
ふ
す
１
塁
く

・
’
一“
鬼
芒

［
猶
》
し
装
急

、ノ１
１

■■

可

～､～､
壺
領
ふ
う
箭
殴

を

ハ
チ
１ 職

零
雑
談

職
零
雑
談

職
零
雑
談

＆
■
ぐ
、

易

黄
ヒ
ロ
付
小
塞
穴
維
仏
と
ハ
ア
リ
４
噺
’
五

。
『
一

〆

●
凸
■
■
且
■
■
■
日
日
且
■
Ｕ
Ｊ
Ｔ
△
Ｇ
Ｏ
Ｏ
０
日
■
Ｂ
■
６
０
■
９
■
・
９
△
■
●
・
■
▽
０
口
９
▲
９
０
口
■
Ⅱ
Ｉ
Ｕ
ｄ
■
■
ｑ
ｏ I

’
、、

、
，
猛 鋤

州
刎
釧
岬
四
門
嗣
四
剛
礒
咋
謡
然
ハ
》
↓
さ
１
７
１
１
と

Ｆ
Ｍ
Ⅶ
Ⅱ
川
畑
川
Ⅷ
Ｍ
Ⅷ
い
い
い
い
叩
Ⅲ
ひ
二
一

ツ
ム
瀝
刈
其
氷
疑
牛
ふ
め
や
ｇ

技
の
声

鋤
州
刎
釧
岬
四
門
嗣
四
剛
礒
咋
謡
然
ハ
》
↓
さ
１
７
１
１
と

Ｆ
Ｍ
Ⅶ
Ⅱ
川
畑
川
Ⅷ
Ｍ
Ⅷ
い
い
い
い
叩
Ⅲ
ひ
二
一

ツ
ム
瀝
刈
其
氷
疑
牛
ふ
め
や
ｇ

技
の
声

や

時
珍
日
兼
哉
才
の
ｒ
く
る
’
て
長
諺
』

Ｉｂｂ

且
。

長
令
筆
画

本
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日
日
Ⅱ
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日
日
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日
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の
御
起
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も
が
ふ
と
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』
靭
必
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
剴
圃

関
圏
婦
園
型
開
通
癌
鰐
手
刻
瀦
延

１

双
乙
ｇ
こ
て
か

＃
ぬ
猟
側
の
中
ふ
撫
舞
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涌
至
て
職
ぎ
て
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１
１
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汁
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ｉ
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復
撰
集
の
ゆ
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↑
も
．
り
言
、
ｈ
Ｐ
，
…
う
夕
苛
の
詞
奪
典
シ
き
、
め
人

、
》
へ
・
一
・
馬
、
愚
淵
幽
閉
制
釦
今
一
雪
一
拳
鳥
唯
手
』
尋
雷
‐
鰯

烏
胤
臺
浄
ま
赤
零
腹
白
く
董
垂
艇

一
赤
蕊
名
逢
令
慰
閣
慧
あ
、
眼
杢
を
肇
同
童

軍
一
等
者
一
尽
千
計
ル
ー
を
、
の
釦
識
別
喧
亜
全
屍
瀧
響
国
璽

と
言
如
し
苓
堯
毫
森
豊
駕
毒
蓑
亀
雲

騨
甚
帥
偉
総
と
議
璽
脊
勺
仙
率
熟
ｙ
ｆ
ｉ
さ
翁
〉
｜

》
蕊
満

鯲
》
蛎
鯏
蝿
、
剛
同
仙
畿
溌
脇
柵
一
せ
言
櫻

夏
狄
黄
絶
苫
牟
豆
患
齢
糸
の
僻
鯲
署
し
愛
乞
心
し

氣
顎
老
伽
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馴
Ｉ
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．
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踊
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二 毛 ､
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剛
幽
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日
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垂
風
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后
の
国
忌
ふ
ち
う
て
．
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例
一
合
了
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総
て
塾
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旦
念
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犬
頭
と
称
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擢
ｌ
坐
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鰕
剛
幽
北
零
祭
今
西
日
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風

、

后
の
国
忌
ふ
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う
て
．
〉

例
一
合
了
う
総
て
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二
旦
念
零
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Ｚ
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頭
と
称
監
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ｌ
坐
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４
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；
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Ⅱ
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萎
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Ｂ
ｌ
１
Ｉ
■
Ⅱ
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萎
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I

も

府
骨
蜂
就
ヒ
ジ
穆
卜
ら
ら
ィ
《
椿
ぎ
ふ

今

金
砿
ご
受
〕
ハ

１
ｔ
天
下
謬
景
嘉
藷
繁
幾
霧
〈
勢
ハ
鰯

周
ふ
至
了
〈
百
歳
わ
〕
》
叡
側
鋤
ｙ
Ｉ
謬
王
沙
１
ｔ
蚕
令
ｖ
を

説
の
誹
議
；
，
出

く
の
如
し
憲
童
お
人
ノ
事
と
以
て

：
墾
寿
が
監
較
７
熱
↓
Ｉ
《
千
‐
入

ｒ
匂
パ
マ
も
↓
」

菊
の
痴
勺
泉

；
甑
“

露
遊
２
今
ふ
し
ｔ
久
面
と
必
次
菅
で
‐
‐
一
』
券
．

参

曜
鑑
籾
の
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謹
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友･》
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我
－1，

珠
珊
絶
の
潤
せ

喧
を
其
難
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垂
堅
の
あ
認
階
ふ
小
辻
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乳
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間
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日
、
狸
乙
訓
こ
き
妙
魚
令
歪
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人
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日
奇
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穀
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拳
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嘩
卦
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餌
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１
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塩
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い
〉
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《
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ゞ
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尹

へ
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セ

泉
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入
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ふ
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』
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、
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乳
こ
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間
↓
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瓜
乙
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い
・
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篝
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錯
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払
函
ｖ
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ア
９
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尊
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〆

｜

き’
星
久
亭
Ｏ
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」
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民
、
、
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刀
」
Ｉ
、
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亙
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日や
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嘉
談
耐
骨
の
基
１
６
余
ｉ
公
矛
轟
亀

』、

１
１
１

７
幽
唾
い
苫
ご
あ
く
２
４
単
渦
診
ふ
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と

●

と
秘
文
の
説
芒

、

堂
今
菊
典
赤
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風
の
瀧
？
を

っ
３
４
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？
琴
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詳
拘
‐
試
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』

グ

ー
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ラ
ｆ
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ノ
、
‐
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蜂
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朴
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辱
李
り
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念
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０
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寺
妙
＆

い
う
垂
事
前
で
窯
と
霞
長
寺
琴
急
淑
ｉ
，
＃

拳
；
塞
皐
静
茶
嘆
萎
６
重
攪
一
鑿

ホ
の
諾

札
ぴ
ぢ
／
７
よ
／
く
ｔ
Ｌ
諺
荊
の
く
、
ハ
』
尊
永
劇
伊
＃
』
ｏ
我
《

一

一
”
ゆ
』
皇
』
参
一
、
”
せ
、
《
，
一

『
「

ら
１
ノ
艶
福
奔
勺
哩
牽
の
吟
療
９
Ａ
零
討
、
，
匙

い
・
全
国
イ
く
つ
シ
、
《
一
・
》
ｆ
ゞ

鬼
２
ふ

2

や
“
、
《
‐
●
ぐ
『
あ
む
乱
（
ゑ

』、、、

戸■甸

矛
亭
レ
ア
ヤ
や
も
ｆ
診
易
‐

み
と
め
．
児
ソ
令
多

哀
少
、
漏
噂
が
ｏ
、
み
〃
＄
尋
ダ
や
ふ
似
て
一
つ
ｑ
ど
偏
爵
、
を
？
＃
》
二
、
学
っ

；
、

‐
良
が
令
詮
苛
等
、
小
舌
同
上
出
ｒ
學
加
歌
醤
拶
｝
△
食
、
甑
鬮
蓋
昔
『
も
｝

あ
り
て
首

缶＃
胃
・
？
き
う
ミ
鋤
さ
、
Ｉ
‐
‐
１
１
１

動
を
貌
簔
霜
ふ
き
》
翁
魚
鱒
轡
血
枕
草
蕊
ｉ
の
華
‐
ム
↓
↓

‐
ｑ
８
ａ
ｑ
■
■
■
０
１
■
■
守
口
■
・
４
．
１

巳
■
８
口
Ｂ
ｑ
０
Ｍ
“
■
１
ｒ
６
申

Ⅷ
．
唯
郡
山
晴
↓
５
‐
，
し
う
Ｙ
・
”
延
街
窮
電
或
男
弧
総
身
；
●
唖
少
鳥
バ
ー
宝
↓

育
舎
う
』
妙
罫
晶
念
と
火
と
”
ｒ
ｊ
１
く
上
そ
吻
撫
．
ゞ
を
曇

。

■

寺

揖
卿
塗
掘
削
樹
霞
・
箪
鰯
蕊

、
Ｏ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
８
■
■
■
■
■
■
■
■
■

。
■も

集

肯
簿
、

I
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1

１

４喉
罫
引

ハ
ヅ
ミ
・
も
）

誉
塑
ぎ
ぷ
ラ
ー
皇
零
堺
参

吟
云
辻
漠
中
で
も
う
ハ
ノ
ハ
ー
．
、
，

一
寸

園
一
一

一

富
噌
虎
で
、
〉
二

秋

一

冬

》

、

と

参
〆匂

，、
ノ

ー

識

I
I

． I

》
、
・
ら
、
６
，
Ｊ

●

｝
胤
牢
坪
愛
息
散
誘
導
《
』

、

』
膿
鳥
Ｉ
沙
い
て
ふ
ぃ
￥
」
い
ふ
風
＄
も
ち
．
‐
罰

小
苛
駄
で
背
ｆ
シ
、
と
必
う
蜘
雁
竿

勾
人
叩
〃

デ
段
裳
善
泰
》

、
、

虫
と

ｐＪ
４

ﾉ

ザ

諺
と
八
避
坤
６
〆
、
ｌ
省
か
砂
晶
宇
か

句
色

虫
の
患
部
秒
』
』
霞
叡
窮

Ｐ

０
ヶ
乳
の
’
谷
蚤
乃

〃

象
八
永

守
《

一
一
一

村

己

村
ふ
作
入

泉

一一
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、
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一
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．
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ｇ
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＄
｜
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も
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ろ
子
墓
収
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色
蓑
主
佐
婆
壹

'1、
き

［
』

イ
ゲ･ノ

<‐

ﾒﾀ'l i小
名

シ

蝋
、

士
宮
鈎
誇

令
《
可
尾
▲
一
・

、

家
小
唄
叩
き
ご
乱
二
高
吋

hb＝

係
、
垂
可
の
鎮
一
§一

，
ざ
》

守
と
皇
多
》
、

』

、

セ
と
一
師
ら
《

購

吟
ふ

雷
一
詞
へ
１
．

出
瑚
ふ
檀
２
ｔ
ず
蝿
板

雷
り
八
・
志
、
純
ふ
ゅ
人
四
往
く

艀

や
。

１ 鯛
酬
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函
哩
試
錐
五

ハ
ゲ
均
今
診
凸
匂

‐
て
浮
参
、
牢
●
ら
言
蔦
Ｊ
さ
秀
、
』
寡
‐

､一

合
辛竪

垂

写I，'

。

鼻
蚤
の
竿
』
銭
小
名
づ
に

等
・
察
◆
ら
〃

炎
割

輩
度
象
と

下
ー

画
村
脅
射
凉
村
の
閣
一

津
難

ﾈ‘
じ

一
一
戸
。
■
、
」
・
‐

霜
蕊
、
鋤
評

の
索
ふ
似
ぶ

》
の
衣

欝

珊
難
波

加
年

■し

齢・

で

錘
毎
一
、
《
冗
諏
塾

住
吉
．
の
妹
営
，
諺
今
号
」

神』

疋
一
・
不

祭
『
§
ら
」
〈
識

もｔ
1

吟
。
８
分
や
．

‐
基
警
禁
令
多
蚕
篇
・
遥

票
と

■
■
ｐ
ｂ
＆
■
守
口
■
ｌ
Ｉ
ｒ
＆
■
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酉
■
９
１
０
■
■
１
．
。
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凸
■
ワ
ｑ
ｆ
▼
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ｇ
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１
ｑ
ｎ
ｕ
９
●
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■
。
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Ｕ
Ｄ
■
Ｂ
０
・
□
■
■
■
■
■
■
■
面

ち
ぺ一
、
、
噂
．
、
．
‘
弓

耗
の
紫
却
似
て

、 １
、
、
◆
鳥
も
「

帝備

鼬
八
太
や
波
泉
卜
封
・
今
§
も
力
邑

孚

總
名
、
》

の

み
ゑ

、

一
種
主
佐
？
聿
峠
ク
リ
出
『
勇
者
畠
篁
一
奄
紫

'． ’

狂
』
よ
句
・
》
Ｌ
へ

、

百
一

陰
Ｉ
…

■
０
凸
口
ａ
４
■
６
■
■
■
■
■
■
●
■
Ｆ
０
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０
０
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Ｆ
《
■
■
■
■
口
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日
日
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０
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．
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■
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Ｕ
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１
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Ｊ
■
■
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Ｐ
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の
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卿
ゞ
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獅
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〈
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命

、

』且 蓮
ふ
，
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Ｌ
《

や
一
勺
Ｑ
〉

』
ク
つ
＆

の
人
可
シ
凡且

ヘ
十
辱
○

小
出
ッ

声
〃
村
開
口
村
原
付
の

き て
欲
典
岐

へ
の

〆
①
芙
蒟
狼
高
２
１
２
－
琵
拶
脳
撒

土
牢
今
唾
司

､一
一一

１
９
Ｋ
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〃
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彰

〈
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蒜
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明

,j，
シ
ユ
ゴ
里

十
ユ
８
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今
６
ｌ
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Ｚ
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う
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〉
鐘
１
》
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ロ
且
日
二
日
李
年
社
等
）
二
一

のと
開
止

告。

橘
寺

Ｂ
Ｑ
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。
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Ｐ
ｂ
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、

永
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９
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０
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ｐ
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８
Ｕ
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や
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旬
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〈
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